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ガイドライン「参考」の主な修正 

 

１．文字高やフォントに関する内容について 

 

 

○文字高について／○サイン計画について 

 

（P.90） 

参考 2-2-3：文字の大きさの選択の目安  

・遠くから視認する吊下型等の誘導サインや位置サインなどは 20m 以上、近くから視認する自

立型や壁付型等の案内サインなどは 4～5m 以下、案内サインの見出しなどは 10m 程度に視

距離を設定することが一般的である。  

・下表は、前記の想定のもとに各々の視距離から判読できるために通常有効な文字の大きさを示 

したものである。 

・過度に長体化した文字は視認性が下がるため、それには適用できない（過度な長体化は避ける

べきである）。 

 

注）ここでいう視距離は、案内上必要な視対象・視認者間の距離を指し、サインの配置間隔を示す

ものではない。 

 

■ロービジョン者が近づいて確認することへの配慮 

・表に示される文字高は最低限の目安であり、ロービジョン者の利用を考慮した場合、より大

きい文字高で表示することが必要になる。 

・遠距離視認用の大きな文字を壁付型などのサイン板面で視点の高さに掲出することで、ロー

ビジョン者にとっては接近視できるため読みやすい。また、壁付型等の案内サインについて

は、ロービジョン者が近づいて確認できるように設置位置を工夫する。 
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○フォントについて 

 

（P.90） 

参考 2-2-2：角ゴシック体の書体例 

 

← 太いウェイトの書体                    細いウェイトの書体 → 

 

 

・上に示した書体は一例である。近年では読みやすさ、わかりやすさを工夫した書体が開発され

ており、現場の状況に応じて適切なものを選択することが望ましい。 

・内照式で、白背景に墨ノセ文字とする場合、光の影響により、書体の線が印刷物と比較すると

細く見える傾向があることに留意する。 

 

 

○その他（ガイドライン本文） 

 

（P.75） 

■サインシステム／●基本事項／表示方法 

 

◇書体は、視認性の優れた角ゴシック体とすることが望ましい。 
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２．新型ホームドア等に対応する視覚障害者誘導用ブロックの敷設方法（案） 

について 

 

新型ホームドア等に対する視覚障害者誘導用ブロックの敷設方法に関する調査検討委員会にお

いて、新型ホームドア等に対応する視覚障害者誘導用ブロックの敷設方法（案）が示された。こ

の内容を踏まえて、ガイドラインで敷設方法の参考図を紹介する。 

 

○現行ガイドラインの敷設方法 

 
 

 

○敷設方法（案） 

 

＜可動式 ホーム柵（ 昇降式 ）のブロック 敷設 方法＞ 

・設置されるホームドアが昇降式である場合には、ホーム縁端全面に内方線付点状ブロ

ックを連続して1枚敷くこと（ホーム縁端から80～100cmの離隔とすること） 

・それ以外のものにあっては、通常の動作において車両の停車しない部分がホームドア

の開口部となる可能性がなく、たどることのできるホームドアであるといえることか

ら、従来のホームドアに対応するブロックの敷設方法とすることと整理することが適

当である。 
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＜固定部、開口部位置が不定の場合の敷設方法＞ 

・固定部分自体が可動するホームドアの場合、ブロックの敷設でホームドアの固定部、

開口部を区別することは困難である。このような場合においても、ブロックの敷設は

ホーム縁端全面に内方線付点状ブロックを連続して 1 枚敷くことを基本とする。（ホー

ム縁端から 80～100cm 離隔とすること） 

 
 

 

＜可動式ホーム柵（横開き式）に追加する敷設方法＞ 

・可動式ホーム柵（横開き式）について、ガイドラインでは開口部に奥行き 60cm の点

状ブロックを敷設することと示しているが、実験等の結果より、ホームドアが設置さ

れている場合においても内方線は有効であること、及び現在ホームドアがないプラッ

トホームにあっては、ホーム縁端全面に内方線付き点状ブロックが１枚敷かれている

ことを考慮すれば、可動式ホーム柵（横開き式）を設置するにあたっては、ホーム縁

端全面に内方線付点状ブロックを連続して 1 枚敷くこととした上で、開口部に点状ブ

ロックをホームドアと内方線付き点状ブロックの間に１列追加する敷設も有効と考え

られる。（開口部はドアの各固定部からの離隔を設けないことを基本とし、構造上やむ

を得ない場合であっても 30cm 以下とする） 
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３．発達障害の追記・修正について（案） ガイドライン P217～ 

 
（９）発達障害者 

 ここでは発達障害者支援法の定義に拠る。 

発達障害は、平成 17 年 4 月に「発達障害者支援法」が施行され、公的支援の対象となった。

同法では発達障害とは広汎性発達障害（自閉症等）、学習障害、注意欠陥多動性障害等、通常低年

齢で発現する脳機能の障害とされている。 

 

１）広汎性発達障害（自閉症・アスペルガー症候群） 

 自閉症は、人との関わりが苦手、コミュニケーションが上手にとれない、興味や関心の範囲が狭

く特定の物や行為へこだわりを示すなどの特徴がある。高機能自閉症やアスペルガー症候群は、

自閉症の特徴をもちながらも知的発達の遅れを伴わないので、障害に気づくことが更に遅れやす

いと言われている。これらの障害を総称して広汎性発達障害又は自閉症スペクトラムともいう。 

 

２）学習障害（ＬＤ） 

 学習能力（読み・書き・計算等）の一領域のみが他に比べて著しく発達が遅れている場合、学習

障害と診断される。 

 

３）注意欠陥・多動性障害（ＡＤ／ＨＤ） 

 注意欠陥・多動性障害は、適切に注意や関心を持続することが困難、外からの刺激に衝動的に反

応しやすい、自分の感情や行動をうまくコントロールできないといった行動がみられる。 

 

■移動上の困難さ 

・外見で判断することが難しく、周囲が気づきにくいため障害を理解されないことがある。 

・利用上のルールや常識が理解できにくいことがある。 

・大声をだしたり騒いだりする人もいる。 

・環境の変化を理解し対応することが困難なので、ごくわずかな変化にも対応できないことがあ

り、例えば行き先の変更や時間の遅れがあった場合に困惑する。 

・場面にあった会話や行動ができず、周囲から浮いてしまうことがある。 

・気持ちをうまく伝えられないために、コミュニケーションがとれないことがある。 

・流れる文字や情報表示の転換が早いときには情報取得が困難となる。 

・匂い、光、音、温度等に対して感覚過敏や感覚鈍麻がある場合がある。 

・聴いても理解できなかったり、時刻表が読めない人もいる。 

・「不注意」「多動性」「衝動性」の行動特徴があり、車内で座席にずっと座っていることができな

い人もいる。 

 

■困りごとが生じる具体的な状況と求められる対応 

①情報提供方法の配慮事項 

・案内表示などが連続して提示されていないと迷ってしまうことがある。また、サインが複雑に

感じられると混乱し、理解しづらい人がいる。例えば、文字や音声など異なる方法で情報が提

示され、それらが重なり合っている場合、それぞれの表記や表現の仕方が一致しない場合に、

どちらが正しいか判断に迷い混乱してしまう人がいる。 

・案内文が長い、表現の一部が省略されている、LED を用いて文字をスクロールさせているなど

の場合には、情報を適切に把握できない人がいる。 

・一方で、情報を得るために用いる方法には個人差があり、情報提供の方法が限られていると、
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適切に情報を得られない人がいる。 

・電車の遅延などで通常と異なる状況の時には何が起きたか把握できず、どのような行動をとる

べきかわからずに混乱してしまう人がいる。 

【対応として】 

・サインが発見しやすいように表示の内容や設置する間隔を適切なものとすること、職員の配置

を工夫すること等により、移動の連続性を確保する。 

・人により情報を得るための方法が異なるため、複数の方法で簡潔な情報を提供する。 

・必要な情報が確実に伝わるようにするためには、簡潔な情報を繰り返し提供することが有効で

ある。また、同じ情報を伝える場合に、文字と音声で表記・表現が異なると理解しにくいため、

提供する情報の表現は一致させることが望ましい。 

 

②錯覚を生じさせやすいデザインや誤解につながるデザインを回避する配慮事項 

・通路の床面の色やデザインによっては錯覚（段や溝に見える）を起こして、不安を感じるため、

その場で立ち止まってしまう人がいる。 

【対応として】 

・色や模様の採用に当たり、錯覚を生じないか確認する。 

 

③音・光環境の配慮事項 

・音量や提示速度の異なる音声案内が重なる、高い輝度や多彩な色で画像や動画を表示する商業

広告は、耳や目から一度に入る情報量が過多となりストレスを感じる人がいる。 

【対応として】 

・音の重なりや反響を考慮した機器の選択や配置、それらを軽減する素材を建築材に使用するこ

とを検討する。 

・目から入る刺激が混乱の原因とならないように、照明や広告表示の輝度や配置に配慮する。 

 

④カームダウン（クールダウン）の配慮事項 

・発達障害者は、周囲から理解されにくく、注意・叱責を受けることがある。本人が状況を理解

できないまま、反復して注意されると興奮してしまうことがある。この場合、しばらく時間を

おき、気持ちが落ち着いてから、「どうしたのか？」と尋ねることで、冷静に自分の行動を振り

返ることができる。この対応をカームダウン（クールダウン）という。 

・旅客施設の利用時は、様々な視覚情報、音声情報及び騒音・雑音などが重なることで感覚に対

する反応が過敏となること、天候の影響や事故の影響による電車の遅延など不測の事態が生じ

た場合等にパニックになることがある。そのような場合においてもカームダウン（クールダウ

ン）の対応が有効となる。 

【対応として】 

・カームダウン（クールダウン）のスペースを用意することが効果的な場合がある。駅事務室等

の活用の他、パーティション等で視線を遮れるような空間があるだけでも有効な場合がある。 

 

４．高次脳機能障害の項目追加について（案） 
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（１０）高次脳機能障害 

交通事故や病気等により脳に損傷を受け、その後遺症等として記憶、注意、社会的行動といっ

た認知機能（高次脳機能）が低下した状態を高次脳機能障害という。高次脳機能障害は日常生活

の中で現れ、外見からは障害があると分かりにくく、「見えない障害」や「隠れた障害」などと言

われている。（出典：障害者白書より） 

 

■移動上の困難さ 

・注意障害や身体失認等による狭いホームの移動時に転落の危険がある。 

・降りる駅に気づけずに乗り過ごしてしまう。 

・乗り過ごしたことに気づいても対処することが難しい。 

・停車している駅がどこだか分からない。 

・必要な表示や案内を見つけられない。探すのに時間がかかる。 

・案内表示を見ても理解できないことがある。 

・緊急時のアナウンス等を理解することが困難な場合があり、状況が把握できずに混乱する。 等 

（国立リハビリテーションセンターヒアリングの内容より） 

 

■困りごとが生じる具体的な状況と求められる対応 

①ホーム上での配慮事項 

・半側空間無視、注意障害の症状がある場合、プラットホームを移動する際に転落や人・ものに

ぶつかる危険や人ごみの合間を縫って歩くことが難しいことによる転倒の危険がある。 

【対応として】 

・ホームドアや柵の整備が有効である。 

 

②情報提供の配慮事項 

・サインそのものを見つけることの難しい人がいる。また、注意障害、半側空間無視、失語、失

認等の症状によりサインを見つけたあとに内容を読み取ることの難しさがある。例えば、失語

では、言語（文字言語・音声言語）が苦手な人が多く、失認では、図（路線図、矢印や絵文字

等）が苦手な人が多い。 

・電車の遅延などで通常と異なる状況の時には何が起きたか把握できなかったり、どのようにす

ればよいかわからなかったりして混乱してしまう人がでることがある。 

【対応として】 

・注意障害、半側空間無視、失語、失認の症状がある場合、サインを統一的なデザインとするこ

と、見つけやすい配置とすることが重要である。また、遂行機能障害の症状がある場合、見通

しを立てることが難しいことが多いため、目的地までの距離の併記は有効である。 

・必要な情報が確実に伝わるようにするためには、簡潔に要点をまとめ、繰り返し情報を提供す

る方法が有効である。また、情報の内容が同じ場合でも文字と音声で表記・表現が異なると把

握が難しくなる人がいるため、提供する情報の表現は一致させる。 

 

 


